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剣を両手に勇壮に舞う 楽しい木登り体験講座

時代絵巻の 神  輿  渡  御 行列
み こし と ぎょ

いにしえの美しい音色
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▲ツリークライミング�を楽しむ子どもたち
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▲重要伝統的建造物群保存地区の本通りをめぐる行列

▲2本の剣を持ち勇壮に舞う剣の舞
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▲琴奏者の古山さん（左）と琵琶奏者の田中さん（右）

17　2008.11.1
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重箱獅子が舞を披露 大井町が内閣総理大臣賞

八王子神社で 献  幣 祭
けん ぺい

地域の大切な足を考える
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▲恵那警察署で表彰状を披露する関係者
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▲境内で奉納太鼓を披露する子ども連の余興団

▲竹笛と太鼓に合わせて舞を披露する二頭の重箱獅子
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▲基調講演をするJR東海の須田寛相談役
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３日間 焚 き続けた登り窯
た

伝統の獅子芝居を奉納

約４００人がスポーツに汗歯の最優秀校に上矢作小
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▲地元青年団による悪魔払い
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▲黄色の円盤を得点枠に入れて競い合うシャッフルボード

▲登り窯に木を投入する参加者
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▲横浜で行われた全国大会で表彰を受ける中島校長

19　2008.11.1

特別企画展

■会期
１０/２�～１１/３０�
前期：１０/２�～１１/３�
後期：１１/６�～１１/３０�
※展示替えを行います

■開館時間　午前９時半
～午後５時（入館は午後４
時半まで）

■観覧料　�大人＝８００円
（団体６５０円）　�小・中・高
校生＝５００円（団体４００円）
毎週月曜日（祝日を除く）、
祝日の翌日（土日・祝日を
除く）、１１/４�～５�は展
示替え、１１/２５�は祝翌日
のため休館。
■問い合わせ　中山道広

重美術館�２０-０５２２

　室町時代から戦国時代のこの地方は、岩村城や明知
城で紹介したように、遠山氏の時代といっても過言で
はありません。では、もっと古い奈良時代や平安時代
はどうだったのでしょうか。
　１９９７（平成９）年、奈良県明日香村の飛鳥池遺跡で
出土した 木  簡 （荷札）の一つに、この地方のみならず、

もっ かん

日本の古代史研究上、重要な事柄が書かれていたこと
が明らかになり、当時の新聞紙上をにぎわしました。
その木簡の意味は次の通りです。
□表＝ 丁 

てい

 丑 
ちゅう

 年 （天武６年、西暦６７７年、７世紀後半）
ねん

十二月に 三  野  国 （美濃国） 刀  支 
み のの くに と きの

 評 
こおり

（土岐郡）から 次 
すき

 米 
のこめ

である。
□裏＝このお米を送ったのは、 恵  奈  五十戸 

え なの さとの

 造 
みやっこ

（ 里  長 ） 阿 
さと おさ あ

 里  麻 。お米をついた人は 服  部  枚  布 で、 五  斗 
り ま は とり ひら ふ ご と

 俵 に入れて
たわら

運んだ。
　また、もう１枚の木簡には、加尓評（可児郡）久々
利の五十戸（里）の人　物部古麻里が同じようにお米
を貢納したことが書かれています。
　『日本書紀』に、天武６年１１月に 新  嘗  祭 （天皇がそ

にい なめ さい

の年に採れた新穀を神々に供え、自らも食す宮中の儀

式）を 飛  鳥  浄  御 
あ すか きよ み

 原 
はらの

 宮 で行ったことが出ていますので、
みや

その祭りに使う神聖なお米を恵那と可児の郷から運ん
だときのものとされています（ただし、異論もあり）。
□問い合わせ　文化課�４３-２１１２（内線２１７）

▲飛鳥池遺跡から出土した東濃関係の木簡

文化財を巡る
⑥古代の恵那～二つの古代寺院（その１）
　飛鳥池遺跡出土木簡の衝撃

広重没後１５０年記念・東海道広重美術館姉妹館提携記念

『 広重と北斎の東海道』展

　江戸から１２６里６丁１間（約４９５.５㌔）の行程を経

て、ようやく京に到着します。橋上をおはらめ、

 被衣 姿の女たち、茶せん売りなど江戸では見られな
かづき

い風俗の人物が行き交います。いかにも都といった

情景が広がります。

会期中、前・後期を通じて本展を観覧された方に記念品

をプレゼントします！（観覧チケットをお持ちください）

歌川広重
「東海道五十三次之内
京　三条大橋之図」（行書版）

間判錦絵　田中コレクション
１８４２（天保１３）年ころ　

１１月２日は市民の日
　毎月第１日曜日は「市民の
日」とし、市民に限り観覧を無
料としています。気軽に美術
の世界に触れていただき、美
術を中心とする文化活動やま
ちづくり活動の拠点に活用い
ただけるよう、願っています。


